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① 参照系
[ 出力 (Output)] タブパネルで
モザイクの出力として [Google 
Earth] を選択すると、[範囲
(Extents)] タブパネルの
[参照系 (Reference System)]
オプションが Google 
Earth で必要とされる
[WGS84/ 地理座標
(WGS84/Geographic)]
参照系に自動的に
セットされます。

② 画像フォーマット
Google Earth のスーパー
オーバレイには JPEG、TIFF、
PNG フォーマットのタイルが使
用できます。デフォルトの [ 自
動 (Automatic)] フォーマット
オプションは有効な画像領域の
境界があるタイルには自動的に
PNG フォーマットを使用し ( ヌ
ル領域を透過効果にするため )、
その他のタイルには [JPEG ユー
ザ 定 義 (JPEG User Defined)]
フォーマットを使用します ( 最大の圧縮効果を得るため )。タイルフォーマッ
トの選択に関する詳しい情報はテクニカルガイドの " モザイク：Google マッ
プと Google Earth のタイルフォーマット (Mosaic: Tile Formats for Google 
Maps and Google Earth)" をご覧下さい。

③ タイルサイズ
Google Earth のスーパーオーバレイにおけるタイルサイズ ( 正方形のタイル
の一辺の長さ ) は 2 のべき乗でなくてはなりません。Google は 256 または
512 ピクセルのタイルサイズを推奨しています。しかしマイクロイメージ社
は、大きなタイルオーバレイには 1024 ピクセルのタイルサイズの方が Google 
Earth では最高のパフォーマンスが得られることを発見しました。同時に、タ
イルのファイル数も 256 ピクセルのタイルサイズに比べ 16 分の 1に減ります。
[ タイルサイズ (Tile Size)] フィールドはモザイクの出力に最初に [Google 
Earth] を選択したときは 1024 のデフォルト値にセットされていますが、最後
に使用した値がその後の Google Earth へのモザイクの際のデフォルト値とし
て残されます。

④ Zip 圧縮出力
Google Earth のスーパーオーバレイは、一連のサブディレクトリに編成され
た何十万個もの小さな個別のタイルファイルと KML ファイルからできていま
す。このタイルセットを他のドライブやメディアにコピーすると、ディレクト
リやファイルの数が多いため、たいへん時間がかかります。タイルセットを 1
つの Zip ファイルにまとめて圧縮 (アーカイブ )してあればより速くコピーで
きます。

Google Earth のスーパーオーバレイを移動したり再配布したい場合は、[Zip
出力 (Zip output)] トグルボタンをオンにして、タイルセット全体を 1 つの
Zip ファイルにコピーします。Zip ファイル生成後に元のタイルセットのファ
イルを削除したいときは、その隣にあるトグルボタンもオンにします。

このページで説明したモザイクレイアウトより作成し
たスーパーオーバレイの Google Earth での鳥瞰表示。
Google のスーパーオーバレイ・タイルセット構造を使
うと非常に大きなオーバレイでも Google Earth で最
速で表示することができます。

　TNTmips Pro の自動モザイク処理は、膨大な地図や画像データを、

Google Earth での表示に最適化したネイティブな Google Earth「スー

パーオーバレイ」構造を持ったタイルセットに変換できます。スーパー

オーバレイにはタイルセット構造とマスター KML ファイルが含まれ、

Google Earth アプリケーションや Google Earth ブラウザプラグインに

おいて自分のデータを参照してテンポラリレイヤとして Google Earth

の画像の上に重ねることができます。この KML ファイルは個別に使用す

るために DVD 他のメディアで配布したり、ウェブサイトから直接アクセ

スできます。このマスター KML から参照される地図や画像タイルセット

も一緒に配布したり、ウェブサイトからリモートでアクセスすることが

できます。

「スーパーオーバレイ」とは Google の用語でタ
イル状のマルチ ( 多重 ) 解像度画像のことを言
い、Google Earth で非常に大きな画像の 3 次元
鳥瞰図を最も効率的にレスポンス良く表示する
ことができます。階層的構造の各タイルには個
別の KML ファイルが付随しており、それはタイ
ルの範囲および適切な細かさのレベルを記述し
ており、またその次に高い解像度に対応するタ
イルを参照しています。この構造により Google 
Earth はその時表示しているエリアのタイルだけ
を迅速に呼び出し、ユーザの視点の接近の度合
い応じて各エリアの表示に最適な解像度レベル
を決定します。
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